
 

 

住宅改修を希望される本人・ご家族様へ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

１ 手すりの取り付け 

２ 段差の解消 

３ 滑りの防止、移動の円滑化等のための床・通路面の材料の変更 

 ４ 開き戸から引き戸等への扉の取替え 

５ 和式から洋式への便器の取替え 

６ その他これらの各工事に付帯して必要な工事 

 

 

 

  

・住宅改修をしたとき、２０万円を上限に改修費用の９割～７割が支給されます。（原則

１回限り）。自己負担は、１～３割です。 

 ・改修費用が２０万円を超える場合は、超えた分については全額自己負担となります。 

 ・１回の改修で２０万円を使い切らず、数回に分けて使うこともできます。 

 

 

 

 要支援又は要介護認定者に、介護サービスを利用する際の自己負担の割合が記載され

た「介護保険負担割合証」を交付しております。 

 

 

 

 

 

 

 

住宅改修とは 

要介護者・要支援者（以下要介護者）が実際に居住する住宅について住宅改修を 

行う場合、要介護者等の心身及び住宅の状況から必要と認めた改修工事に限り、 

改修する前に市へ書類を提出（事前申請）すれば、その一定範囲の費用が介護保

険から支給されます。 

対象となる住宅改修 

 

利用限度額 

 

自己負担割合について 

 

敦賀市役所 福祉保健部長寿健康課  本人・家族用 

●介護保険サービスは、皆さまから納められた保険料や税金を財源とし、介護が必

要な方は、費用を一部負担することで様々なサービスが受けることができます。適

正な介護保険サービスの利用につきましてご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

本当に必要な改修なのか、自分

の身体に合った改修なのか、 

適正な価格なのかを、ケアマネ

ジャー等とよく相談して進め

ましょう。 



手続きの流れ（事前と事後の申請が必要です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前申請  ○工事を始める前に、市の窓口に必要な書類を提出します。 

工事・着工  ○市から、着工の許可が下りてから着工します。       

○工事内容を変更する際は、着工前に担当ケアマネジャーを介して、市への相談      

が必要です。 

【申請書類】 

・支給申請書    

・住宅改修が必要な理由書（ケアマネジャー等が作成） 

・工事着工前の写真（日付入り） 

・工事費の見積書 

・平面図（改修工事前・工事予定後の状況を記載） 

工事・支払い ○住宅改修費用を事業者にいったん全額支払います。 

事後申請  ○改修工事後、市の窓口に支給申請のための書類を提出します。 

 

 

【申請書類】 

・介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修完成報告書 

・領収書 

・改修工事後の写真（日付入り） 

・工事費内訳書 

払い戻し   ○工事が介護保険の対象であると認められた場合、 

介護保険対象工事代金の７～９割が支給されます。 

（申請時にご指定いただいた口座へ振込します。） 

改修内容の決定・改修業者の選定 

 

○複数業者からの見積書を取り、業者を決定してください。 

敦賀市役所 福祉保健部長寿健康課  

相 談   ○ケアマネジャーや市の窓口に相談する。 

まずは相談を！ 

改修内容・改修業者選びは 

よく考えて！ 

着工前に必ず申請

を！ 


